
本
学
会
の
昨
年
度
の
も
っ
と
も
大
き
い
成

果
は
な
ん
と
言
っ
て
も
研
究
入
門
や
基
礎
講

読
に
用
い
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
「
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
古
典
文
学
」
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
近
現
代

文
学
」
の
二
冊
を
先
生
方
や
院
生
の
協
力
を

得
て
刊
行
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
は

古
典
文
学
研
究
に
関
し
て
く
ず
し
字
の
解
読

や
注
釈
方
法
、
日
本
語
学
研
究
の
紹
介
な
ど

が
、
後
者
に
は
近
現
代
文
学
研
究
に
関
し

て
、
作
品
を
読
む
手
法
や
注
釈
の
あ
り
方
、

国
語
教
育
に
関
す
る
手
引
き
な
ど
が
初
心
者

用
に
要
領
よ
く
並
ん
で
い
る
。
加
え
て
両
普

と
も
巻
末
に
「
文
学
研
究
の
招
待
状
」
が
あ

り
、
各
先
生
方
の
今
の
研
究
課
題
や
お
勧
め

の
本
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
、
興
味
あ
る
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
自
讃
め
い
た
物
言
い
で
は
あ

る
が
、
日
本
文
学
専
攻
と
し
て
学
び
始
め
た

者
へ
の
図
書
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
広
く
研

究
領
域
を
見
渡
す
こ
と
の
で
き
る
好
著
に
仕

上
が
っ
て
い
る
と
思
う
。
時
折
、
市
販
さ
れ

て
い
る
本
書
を
思
っ
て
愉
し
く
も
な
る
の
で

あ
る
。

○
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会
編
「
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
刊
行
の
こ
と

○
木
村
一
信
先
生
の
ご
退
職
の
こ
と

木
村
先
生
は
一
九
九
○
年
四
月
に
本
学
に

着
任
さ
れ
、
主
と
し
て
日
本
近
代
文
学
関
連

の
授
業
を
担
当
さ
れ
た
。
『
昭
和
作
家
の

〈
南
洋
行
連
（
世
界
思
想
社
）
、
一
不
安
に
生

き
る
文
学
誌
」
（
双
文
社
出
版
）
の
著
書
を

は
じ
め
、
多
く
の
編
著
書
に
よ
っ
て
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
近
代
の
一
時
期
、
海
外
に
及
ん

だ
日
本
人
作
家
の
作
品
や
伝
記
研
究
の
第
一

人
者
で
あ
る
。
先
生
は
途
中
で
六
年
間
、
立

命
館
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
事
務
所
長
も
務
め
ら

れ
、
ま
た
昨
年
度
ま
で
五
年
間
、
文
学
部
長

を
勤
め
ら
れ
た
。
日
本
文
学
研
究
と
大
学
、

学
部
運
営
に
も
手
腕
を
発
揮
し
て
こ
ら
れ
、

我
が
日
本
文
学
専
攻
の
大
き
な
柱
で
も
あ
っ

た
が
、
こ
の
度
、
他
大
学
の
学
長
と
し
て
請

わ
れ
、
本
学
を
ご
退
職
に
な
っ
た
。
と
り
わ

け
こ
の
分
野
の
研
究
を
志
す
学
部
・
院
生
に

と
っ
て
大
き
な
痛
手
で
は
あ
ろ
う
が
、
今
後

も
意
欲
的
に
研
究
に
迦
進
す
る
こ
と
で
先
生

の
期
待
に
応
え
て
欲
し
い
。

○
「
論
究
日
本
文
学
」
の
こ
と

日
本
文
学
会
の
研
究
誌
「
論
究
日
本
文

学
」
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
九
五
四
年
七
月

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
を
遡
る
こ
と
五
十
六

年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
今
号
は
九
十
二
号
に

な
る
。
実
に
息
の
長
い
営
み
で
あ
る
こ
と

か
。
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
教
員
と
卒

業
生
、
在
学
生
が
共
に
支
え
あ
っ
て
今
日
に

至
っ
た
こ
と
の
深
い
意
味
に
も
思
い
を
い
た

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
近
時
、
会
員
新
著

の
ま
す
ま
す
隆
盛
で
あ
る
こ
と
を
思
い
合
わ

せ
る
と
、
何
と
も
意
気
軒
昂
の
感
が
す
る
。

国
際
化
と
は
他
国
の
文
化
文
物
を
知
る
の
み

で
な
く
、
自
国
と
他
国
と
の
繋
が
り
を
深
く

見
つ
め
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
は
ず
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
も
「
日
本
文
学
」
を
時
代

の
潮
流
の
中
で
不
易
と
流
行
を
相
互
に
兇
つ

め
直
す
こ
と
も
大
切
で
あ
ろ
う
。

○
水
田
潤
先
生
の
ご
逝
去
の
こ
と

本
年
一
月
末
日
、
日
本
文
学
専
攻
の
教
員

で
も
あ
り
、
文
学
部
長
で
も
あ
っ
た
水
田
先

生
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
「
私
は
昭
和
生
ま
れ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
Ｉ
国
語
科
教
育
法
か
何

か
の
授
業
で
先
生
が
開
口
一
番
に
仰
っ
た
こ

と
を
受
諦
生
で
あ
っ
た
私
は
鮮
明
に
覚
え
て

い
る
。
本
学
の
専
任
と
し
て
は
一
九
七
○
年

か
ら
二
十
年
間
、
黒
髪
豊
か
に
紳
士
然
と
し

た
風
貌
で
本
学
の
教
壇
に
立
ち
、
近
世
文
学

や
国
語
科
教
育
関
係
の
講
義
を
担
当
さ
れ

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

（
中
西
健
治
）
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